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背景

⚫人工知能(AI)技術の急速な発展

➢AIベースのシステムは，様々な応用領域で広く利用されるよう
になった．

⚫ソフトウェアアーキテクチャ

➢本質的な要件に対応した設計上の意思決定の組み合わせ．

➢過去20年にわたり広く研究されてきた．

➢アーキテクチャの決定は，大規模で動的なソフトウェアシステ
ムの設計開発，および進化をより良く制御することにつながる．

⚫AIベースのシステム開発におけるアーキテクチャの決定に
関する研究はほとんど行われていない．
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先行研究

⚫Franchらの研究[8]

➢AIベースのシステム開発における文献調査

➢アーキテクチャの決定に関する研究と実践の現状をさらに調査
する必要性を強調

⚫AIベースのシステムは従来のソフトウェア集約型システム
と異なり非常に複雑で，アーキテクチャを困難にしている．

➢アーキテクチャの決定を行うことで課題の解決を図る．
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目的とアプローチ

⚫目的

➢ AIベースシステム開発のアーキテクチャ決定を分析し，実務
者の視点からアーキテクチャ決定を行う際の限界と課題に関
して特徴付ける．

⚫アプローチ

➢ Stack OverflowとGitHubをデータソースとして，アーキテク
チャの決定に関するデータを収集．

➢ それらをあらかじめ定義された分類と定数比較法(Constant 
Comparison method)[27]の両方を用い分析．
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RQ

⚫RQ1：AIを活用したシステム開発において，開発者はアー
キテクチャをどのように表現しているか

⚫RQ2：AIを用いたシステム開発では，どのようなアーキテ
クチャの決定が行われるか

⚫RQ3：AIを用いたシステムで，アーキテクチャの決定が行
われる領域は何か

⚫RQ4：AIを用いたシステム開発において，開発者がアーキ
テクチャを決定する際に考慮される品質属性は何か

⚫RQ5：AIを活用したシステム開発において，アーキテク
チャを決定することの制限と課題は何か
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実験概要

⚫下図の手順で実行

1. システム開発におけるアーキテクチャの決定に関するSO投
稿・Issueを探し出すため，検索用語を特定

2. 候補から上位のものを選定

3. 一連の包括・除外基準に従いフィルタリング

4. 得られたSO投稿・Issueからデータを抽出

5. あらかじめ定義された分類と定数比較法(Constant 
Comparison method)[27]の両方を用い分析
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実験概要

⚫分析は手順で実行

1. 第一著者と第二著者は，フィルタリングされた投稿と問題の
内容にデータ項目をラベル付けした．

2. 第一著者は第二著者のラベリング結果を再チェックし，抽出
されたデータが正しくラベリングされていることを確認．

3. 第一著者はすべてのコードを上位概念に結合し，カテゴリー
に変換．その後，第三著者が分析結果を検討し，第一著者と
の議論を通じて意見の相違を解消．
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RQ1AIを活用したシステム開発において，開発者はアーキテクチャをどのように表現しているか

⚫あらかじめ定義された分類（Sorboら[26]が提案した言語
パターン[25]）を用い6つに分類

⚫ソリューション提案・情報提供が最も多い

➢ソリューション提案（Solution Proposal）

•アーキテクチャの決定として可能な解決策を提案

➢情報提供（Information Giving）

•意思決定に関連する情報を他人に提供する際に使用
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RQ2AIを用いたシステム開発では，どのようなアーキテクチャの決定が行われるか

⚫13種類のアーキテクチャの決定がある

⚫上位3件は以下の通りである

➢技術の意思決定（Technology Decision）

➢構成要素の意思決定（Component Decision）

➢データの意思決定（Data Decision）
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RQ3AIを用いたシステムで，アーキテクチャの決定が行われる領域は何か

⚫145インスタンス（SO：106，GitHub：39）を獲得

⚫18のアプリケーションドメインを獲得，上位4件は下記の
通りである

➢ゲーム（Game）

➢データ処理（Data Processing）

➢画像処理（Image Processing）

➢モバイルアプリケーション（Mobile Application）
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RQ4AIを用いたシステム開発において，開発者がアーキテクチャを決定する際に考慮される品質属性は何か

⚫137インスタンスを抽出，12種に分類

⚫開発者が最もよく考慮しているのは「Performance」
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RQ5AIを活用したシステム開発において，アーキテクチャを決定することの制限と課題は何か

⚫49の事例を収集・分析し7種の制限と課題を特定

⚫AIベースのシステムに関する「Design Issues」とデータ
保存・処理に関する「Data Issues」で90%以上を占める
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まとめ

⚫実務者がアーキテクチャの決定を表現するために使用する
主要な言語パターンを特定

⚫アーキテクチャ決定について，決定の種類，アプリケー
ションドメイン，品質属性など様々な側面から検討

⚫アーキテクチャを決定する際に最も頻繁に遭遇する制限と
課題を特定し，研究者が探求すべき潜在的な方向性を提示

⚫AIベースのシステム開発においてアーキテクチャを決定す
る際に，特定された制限や課題を解決することを目指す
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データ項目について（資料）
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# Data Item（データ項目） 説明 データ分析方法 RQ

D1
Decision description
決定事項

AIを活用したシステム開

発におけるアーキテク
チャの決定について，
実務家の理解に基づい
た記述

Predefined classification[26]
あらかじめ定義された分類

RQ1

D2
Decision type
判定タイプ

AIを用いたシステム開

発におけるアーキテク
チャ決定の分類

Constant Comparison method
定数比較法[27]

RQ2

D3
Application domain
アプリケーションドメイン

アーキテクチャの決定
が行われるAIベースの
システムの応用領域

Constant Comparison method
定数比較法[27]

RQ3

D4
Quality attribute considered
考慮される品質属性

AIベースのシステム開

発において、実務者が
アーキテクチャを決定す
る際に考慮される品質
属性

Constant Comparison method
定数比較法[27]

RQ4

D5
Limitation and challenge
限界と課題

AIを活用したシステム開

発において、実務者が
アーキテクチャを決定す
る際の制約と難しさ

Constant Comparison method
定数比較法[27]

RQ5



RQ1（資料）
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RQ2（資料）

15



RQ3（資料）
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